備付け書類の提出に当たって

　宗教法人法では、法人の事務所に備え付けられている役員名簿や財産目録などの書類の写しを、所轄庁に提出することが義務づけられております。

　これらの書類は、所轄庁へ提出するためだけに作成するということではなく、宗教法人として法や法人規則に基づいた適正な法人運営を行うために必要なものです。

　以下、作成・提出に当たっての留意点等をお示ししますので、作成、備付け、提出されるようお願いします。

　なお、提出に当たっては、所要の書類の写しに、（別紙　表紙様式）を添えて提出いただきますようお願いします。

１　法人規則について

　(1)　規則の規定事項の確認について
　宗教法人の運営は、規則に決められたとおり行う必要があります。規則には、提出書類の基本的な事項も規定されていますので、まず、次の事項を確認してください。

①　代表役員や責任役員、総代等のその他の役員の資格、定数、任期等について

②　資産区分や設定等について（何を特別財産や基本財産にするのか等）

③　財産目録の作成期限や手続について

④　決算の作成期限や手続について

⑤　会計年度について（例えば毎年○月○日に始まり、[翌年の]○月○日に終わる）

⑥　実施事業について（事業を実施し所轄庁の規則変更認証を得ている法人のみ）

　(2)　規則変更について

　規則に定めてある内容と法人運営の実情とが一致していない場合（役員定数、会計年度、事業等）は、①運営方法を規則の規定に合わせる、又は②規則の規定を実情に合うように変更するの、いずれかの処理が必要です。

なお、規則を変更しようとする場合は、所轄庁に相談の上、規則変更認証申請の手続をとってください。規則は法人内部で変更しても変更したことにはなりません。

　(3)　規則の紛失について

　規則は法人運営に欠かせないものですが、もし規則の原本（所轄庁が認証したもの）を紛失している場合は、速やかに所轄庁に相談の上、規則の再交付の手続をとってください。

２　書類の様式について

参考までに役員名簿及び財産目録の様式例を掲載します。（あくまで参考例として示　したものです。）

　各法人にあっては、包括法人（団体）による様式例をはじめ、それぞれの宗教の特性、組織、活動形態、法人の規模等の実情に即して適宜、工夫してください。

これまで独自の様式で書類を作成してきた法人については、従来の様式を変更したり、提出に当たって書き直したりする必要はありません。ただし、従来のものが適切でないと思われるときや充実したいと思われるときは、様式例を参考に年々良いものに整備していってください。

       役員名簿及び財産目録の作成に

　　 当たっての留意点及び様式例

１　役員名簿について

　宗教法人の運営は、代表役員、責任役員等の役員によって行われるので、常時、誰が役員であるか、任期はいつまでかを把握できるように役員名簿を整備しておく必要があります。特に代表役員以外の役員は登記事項でないので、一層その必要があります。

　宗教法人法では、３人以上の責任役員を置き、そのうち１人を代表役員とすると規定しています。

(１)　名簿は、代表役員、責任役員、総代、評議員、監事等、役員ごとに作成し、氏名、住所、就任・退任年月日、任期等を記載します。

(２)　備付け名簿が氏名しか記載されていないような場合は、様式例を参考に適切なものを作成する必要があります。

(３)　包括団体への役員選任届などの控を、従来から役員名簿として備え付けている場合は、その選任届などの写を役員名簿として提出しても構いませんが、法人としては、様式例のような名簿が望ましいと思われます。

(４)　役員に欠員が生じている場合、役員補充の選任手続が提出期限までに間に合わない場合は、候補者名を記載し、備考欄等にその旨（選任手続中）を明記して提出してください。

(５)　代表役員の交代（代表役員代務者を含む）には、変更登記の手続が必要です。

　　 また、その登記簿謄本を添えて、その旨を所轄庁に届ける必要があります。

[役員名簿様式例]

１　　 eq \o\ad(代表役員名簿,　　　　　　　　　　)
〈任期：住職在任中〉

	歴代
	資　格
	eq \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏　名)
	生年月日
	 eq \o\ad(住所,　　　　)
	 eq \o\ad(就退任,　　　　　　　　　)
	備考

	
	
	
	
	
	就任年月日
	登記年月日
	所轄庁届出
	

	
	
	
	
	
	退任年月日
	登記年月日
	所轄庁届出
	

	1
	代　表

役　員
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(おおさか),大阪) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(たろう),太郎)
	昭 9. 6.10
	○○市○町＊－＊－＊
	昭38. 1.28

昭57. 6. 2
	昭38. 2. 3

昭57. 7.21
	昭38. 2.16

昭57. 8. 6
	死亡

	2
	代　表

役　員
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(おおさか),大阪) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じろう),次郎)
	昭20. 6. 1
	○□市○町＊－＊－＊
	昭57. 7.10


	昭57. 7.21


	昭57. 8. 6


	

	3
	代務者
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さかい),堺) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いちろう),一郎)
	昭10.10. 1
	○△市○町＊－＊－＊
	平 3. 9. 1

平 4. 2.10
	平 3. 9.12

平 4. 2.17
	平 3. 9.25

平 4. 2.25
	海外長期旅行


２　　 eq \o\ad(責任役員名簿,　　　　　　　　　　)
〈任期：５年　　定数：３人（代表役員を含む）〉

	資格
	eq \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏　名)
	生年月日
	住   所
	就任年月日

退任年月日
	就任年月日

退任年月日
	就任年月日

退任年月日
	就任年月日

退任年月日
	備考

	責任役員
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(すいた),吹田) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しろう),四郎)
	大12. 7. 5
	□○市○町＊－＊－＊
	昭47. 9.18

昭52. 9.18
	昭52. 9.18

昭57. 9.18
	昭57. 9.18

昭62. 9.18
	昭62. 9.18

平 4. 4.11
	総代

	責任役員
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(もりぐち),守口) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ごろう),五郎)
	昭 5. 3.22
	□□市○町＊－＊－＊
	昭54. 9.18

昭59. 9.18
	昭59. 9.18

平元. 9.18
	平元. 9.18

平 6. 9.18
	平 6. 9.18


	法類

	責任役員
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いずみ),和泉) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はなこ),花子)
	昭12.10. 1
	□△市○町＊－＊－＊
	昭53. 9.18

昭58. 9.18
	昭58. 9.18

昭63. 9.18
	
	
	総代

	責任役員
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かわち),河内) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(なな),七)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(え),江)
	昭15.11. 9
	○□市△町＊－＊－＊
	昭63. 9.18

平 5. 9.18
	平 5. 9.18


	
	
	

	代務者
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(よどがわ),淀川) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(たろう),太朗)
	昭 6. 9.15
	○△市□町＊－＊－＊
	昭53. 7.11

昭54. 2. 5
	
	
	
	松田氏

病気


(注)　その他の役員の名簿についてもこの様式と同様です。

○　記入上の全般的注意事項

１
資格欄には、代表役員、責任役員、代表役員代務者、仮責任役員等の区分を記入する。

２
氏名欄は、戸籍上の姓名を記入し、ふりがなを付ける。

　
僧名がある場合は（　）書きで付記し、ふりがなを付ける。

３
住所欄は、住民登録をしてある住所を記入する。

４
就任年月日は、規則の定めにより選定され、その受諾をした日を記入する。

５
退任年月日は、死亡の日、退任した日、解任の日（通知が到達した日）等を記入する。

６
包括団体への届出等については、その年月日等を備考欄に記入する。

７
退任者は、赤色の二重線で抹消する。

８
任期は、規則の定めるところにより記入する。

９
補欠として就任したときは、その旨を備考欄に記入する。

10
備考欄には、就退任の原因や宗教上の役職名等、その他必要事項を記入する。

２　財産目録について

　宗教法人の財産は、多数の信者等の浄財の上に成り立っていますので、これら法人財産を把握しておくとともに、個人財産とは区別し、適正に管理する必要があります。

　財産目録は、一定の時点（会計年度終了時）において、法人が所有するすべての資産(土地、建物、現金、預金等)と、すべての負債（借入金等）について、その区分種類ごとに一覧にし、法人の財産状況を明らかにしたものです。

(1)　資産の区分と種類等について

　　区分や種類等は規則に規定されていますが、その内容等は概ね次のとおりです。

①　特別財産　：　本尊、神像等のその宗教法人にとってかけがえのない宝物や宗教活動に欠くことのできない重要な什物などの中から設定されます。

なお、法人によっては規則に特別財産の区分がない法人があります。

②　基本財産　：　宗教活動を行っていく上に必要な財政的基盤となるもので、境内地・境内建物などの不動産のうちから、また、確実な有価証券などのうちから設定します。

③　普通財産　：　特別財産、基本財産以外の財産で、法人の通常の活動に要する費用にあてる預金・現金や什器備品などです。

(2)　財産の評価額について（原則として取得時の価格を記載します。）

①　特別財産（仏像、宝物等）について

一般的に評価の対象となるものではありませんので、価格が評価できないような場合には、「評価不能」又は「　　　」と記載してください。

②　土地・建物について

取得時の価格が分からない場合は、土地については、固定資産課税台帳の価格や近傍地の路線価格等を参考にしてください。

建物については、可能な限り合理的な方法（例えば火災保険の評価額等）で算定するよう努めてください。どうしても困難な場合は、「評価不能」又は「　　　」と記載することもやむを得ません。

③　什器備品等について

机、椅子、保管庫等の什器備品については、どの程度のものを対象にするかを、あらかじめ「１年以上の使用に耐えるもので、購入金額が○万円以上のもの」というように、法人内部で基準を定めて、財産台帳で整理しておくようにしてください。

(3)　財産台帳の整備について

適正な財産目録を作成するためには、土地、建物、什器備品、預金などの種類ごとに財産台帳を整備し、点数や合計金額等を管理しておく必要があります。

また、土地、建物等については、不動産登記簿謄本等も備えておきます。

(4)　その他

①　境内建物が法人所有でない（借家等）場合は、別途「境内建物に関する書類」を作　　　　成し、備え付ける必要があります。

②　財産目録は、会計年度終了日現在で毎年作成してください。土地、建物等に変動がなくても、預金や現金は毎年変動します。

＜財産目録様式例＞

財　産　目　録
 eq \o\ad(○○寺,　　　　　)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成○年○月○日現在）

	区分・種別
	数量
	金額
	備考

	資

産

の

部
	特別財産
	１　宝　物

· ○如来像外

２　什　物

　　須弥壇　外

　　　　計
	５点

２０点

２５点
	円


	

	
	基本財産
	１　境内地　　　２筆

２　境内建物　　１棟

３　定期預金

　　　　計
	２５０㎡

２００㎡

１口


	３０,０００,０００

１,０００,０００

３１,０００,０００
	大阪市中央区○町1-2-34

大阪市中央区○町1-2-34

用途：本堂・庫裏

○○銀行



	
	普

通

財

産
	１　什器備品

　　応接セット　外

２　車　両

　　乗用自動車

３　図　書

　　○○大辞典　外

４　預　金

　　普通預金

５　現　金

　　　　計
	５０点

１台

１６冊

１口


	１,２５０,０００

１,０００,０００

１２０,０００

５７８,２３４

２９６,０６６

３,２４４,３００
	□□銀行



	　　　 eq \o\ad(資産合計（A）,　　　　　　　　　)
	
	３４,２４４,３００
	

	負債の部
	１　借入金

　　本堂建立借入金

２　預り金

(1) 源泉徴収所得税

(2) 住民税
	
	１０,０００,０００

１２,３００

１５,７００
	□□銀行



	　　　 eq \o\ad(負債合計（B）,　　　　　　　　　)
	
	１０,０２８,０００
	

	正味財産（A）－（B）
	
	２４,２１６,３００
	


（別紙　表紙様式）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　 　月　 　日

 eq \o\ad(大阪府知事　様,　　　　　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(所在地,　　　　　)
	〒     －

　　　　　　　　　　　　　℡  　　－　  　－

	ふりがな
	

	宗教法人名
	

	ふりがな
	

	代表役員名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印


事務所備付け書類の写しの提出について（　　　　年度分）

　標記について、宗教法人法第２５条第４項の規定により、下記のとおり提出します。

記

	 eq \o\ad(書類の名称,　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(提出の有無,　　　　　　　　)

	１　役員名簿
	役員名簿・財産目録はすべての法人が提出して下さい

	２　財産目録
	

	３　収支計算書
	有
	無　　　次のすべてに該当するため

　　　　①　公益事業以外の事業を行っていない

②　年間収入が8,000万円以内である

③　収支計算書を作成していない

	４　貸借対照表
	有
	無　（作成していないため）

	５　境内建物に関する書類
	有
	無　（該当しないため）

	６　事業に関する書類
	有
	無　（事業を行っていないため）


· ３～６については有無のいずれかを○で囲んでください。

（注）　この様式はコピーをとって使用するようにしてください。

